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長良川河口堰の耐震性能照査について 
 

現在、長良川河口堰においては、平成 23 年 3 月の東日本大震災を

踏まえ、河川構造物の耐震性能照査指針に基づき、耐震性能の照査

を実施しているところです。 

照査は継続中ですが、これまでの堰柱、門柱、基礎工についての

検討では、新たな耐震対策が必要という結果は出ておりません。 

引き続き、ゲート施設等について検討を行って平成 27 年度末を目

途に成果を取りまとめ、適宜、耐震性能照査の結果を公表していく

予定です。 

 

なお、平成 7 年に発生した阪神・淡路大震災を踏まえた河川構造

物の耐震性能照査指針（案）に基づく耐震性能照査においては、新

たな耐震対策が必要ないことを確認しています。 


